
〜
未
来
へ
と
命
を
繋
ぐ

１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）
〜

児
童
虐
待
は
、
社
会
全
体
で
解
決
す

べ
き
問
題
で
す
。
あ
な
た
の
１
本
の
お

電
話
で
救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

児
童
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能
で

す
。
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

出
産
や
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
質

問
が
あ
る
方
も
、
児
童
相
談
所
・
市
町

村
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

児
童
相
談
所
全
国
共
通
３
桁
ダ
イ
ヤ
ル

電
話
１
８
９

※
お
住
ま
い
の
地
域
の
児
童
相
談
所

に
つ
な
が
り
ま
す
。

住
民
課
環
境
民
生
グ
ル
ー
プ

電
話
０
１
６
５―
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９
０
２
６

平
成
30
年
分
の
年
末
調
整
及
び
源

泉
徴
収
票
な
ど
の
作
成
要
領
に
つ
い
て

の
説
明
会
を
、
次
の
と
お
り
開
催
い
た

し
ま
す
。
対
象
者
と
な
る
方
は
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

平
成
30
年
11
月
22
日
（
木
）

12
時
30
分
受
付
開
始

①
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

13
時
か
ら
14
時

②
年
末
調
整
等
説
明
会

14
時
か
ら

【
場
所
】

士
別
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
４
階

小
ホ
ー
ル

【
対
象
者
】

各
事
業
所
の
担
当
者

白
色
申
告
、
青
色
申
告
の
個
人
事
業

主
【
そ
の
他
】

11
月
上
旬
に
名
寄
税
務
署
か
ら
郵

送
さ
れ
る
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

〜
北
海
道
働
き
方
改
革
推
進
支
援
・
賃

金
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
〜

社
会
保
険
労
務
士
な
ど
の
労
働
管

理
・
企
業
経
営
の
専
門
家
が
、
無
料
で

雇
用
管
理
改
善
や
就
業
規
則
の
見
直
し

な
ど
の
技
術
的
な
助
言
、
提
案
を
行
い

ま
す
。

詳
し
く
は
、
北
海
道
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
の
「
働
き
方
改
革
」
バ
ナ
ー

か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
働
き
方
改
革
推
進
支
援
・
賃

金
相
談
セ
ン
タ
ー

電
話
０
８
０
０―

９
１
９―

１
０
７
３

〜
平
成
31
年
度
「
自
動
車
税
ス
マ
イ
ル

納
税
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
応
援
店
募
集

に
つ
い
て
〜

北
海
道
で
は
、
自
動
車
税
の
納
期
内

納
税
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
民
間
の

事
業
者
の
皆
様
と
行
政
が
連
携
し
、
納

期
内
に
納
め
た
方
が
応
援
店
で
割
引
等

の
特
典
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
「
自
動
車
税
ス
マ
イ
ル
納
税
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
、

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

応
援
店
と
し
て
登
録
い
た
だ
け
る
事
業

者
の
皆
様
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
応
援
店
の
メ
リ
ッ
ト
】

・
自
動
車
税
の
納
税
者
（
約
２
０
９
万

台
）
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ
効
果
に
よ
る
来

店
客
の
増
加

・
行
政
と
の
連
携
に
よ
る
企
業
イ
メ
ー

ジ
の
向
上

【
特
典
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
例
】

・
○
○
円
以
上
の
購
入
で
〇
％
割
引
、

会
員
カ
ー
ド
や
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の

無
料
発
行
、
ポ
イ
ン
ト
付
加
、
サ
ー

ビ
ス
料
・
工
賃
・
施
設
利
用
料
の
割

引
、
○
○
で
粗
品
進
呈
な
ど

【
そ
の
他
】

・
協
賛
金
等
の
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ

ん
。

・
割
引
等
の
特
典
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
係

る
費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
道
か
ら
の
補
助
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

名
寄
道
税
事
務
所

電
話
０
１
６
５
４―

２―

４
１
４
８

11
月
は
、
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

北
海
道
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

名
寄
道
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
末
調
整
等
説
明
会
の
お
知
ら
せ



〜
竜
巻
注
意
情
報
〜

〜
身
の
安
全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
〜

竜
巻
は
、
発
達
し
た
積
乱
雲
に
伴
っ

て
発
生
す
る
激
し
い
渦
巻
き
で
、
ろ
う

と
状
や
柱
状
の
雲
を
伴
っ
て
い
ま
す
。

台
風
、
寒
冷
前
線
、
低
気
圧
な
ど
に
伴

っ
て
発
生
し
、
短
時
間
で
狭
い
範
囲
（
長

さ
数
㎞
、
幅
数
十
〜
数
百
ｍ
）
に
集
中

し
て
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

北
海
道
で
は
も
う
12
年
前
に
な
り
ま

す
が
、
平
成
18
年
11
月
７
日
午
後
１
時

23
分
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
佐
呂
間
町

で
発
生
し
た
竜
巻
に
よ
り
、
死
者
９
名
、

負
傷
者
29
名
、
住
宅
の
全
壊
10
棟
、
半

壊
８
棟
な
ど
大
変
大
き
な
災
害
が
発
生

し
、
竜
巻
の
怖
さ
を
あ
ら
た
め
て
教
え

ら
れ
ま
し
た
。

竜
巻
そ
の
も
の
の
予
測
は
難
し
い
で

す
が
、
気
象
台
の
情
報
で
は
、
竜
巻
発

生
の
可
能
性
に
応
じ
て
次
の
よ
う
に
表

現
し
て
い
ま
す
。

①
「
気
象
情
報
」
の
中
で
、「
竜
巻
な
ど

激
し
い
突
風
の
お
そ
れ
」
と
明
記

②
「
雷
注
意
報
」
を
発
表
し
、
落
雷
、

ひ
ょ
う
等
と
と
も
に
「
竜
巻
」
も
明

記

③
「
竜
巻
注
意
情
報
」
を
発
表

特
に
、
竜
巻
注
意
情
報
が
発
表
さ
れ

た
ら
、
ま
ず
空
の
状
態
に
注
意
を
払
っ

て
く
だ
さ
い
。
何
も
な
け
れ
ば
特
段
の

行
動
は
不
要
で
す
が
、
発
達
し
た
積
乱

雲
の
近
づ
く
兆
し
を
察
知
し
た
場
合
に

は
、
頑
丈
な
建
物
内
に
移
動
し
窓
か
ら

離
れ
る
、
ま
た
、
逃
げ
場
が
無
い
と
き

に
は
側
溝
に
身
を
ひ
そ
め
る
な
ど
、
身

の
安
全
確
保
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

発
達
し
た
積
乱
雲
の
近
づ
く
兆
し
に

は
、

・
真
っ
黒
い
雲
が
近
づ
き
、
周
囲
が
急

に
暗
く
な
る

・
雷
鳴
が
聞
こ
え
た
り
、
電
光
が
見
え

た
り
す
る

・
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
冷
た
い
風
が
吹
き
出

す
・
大
粒
の
雨
や
「
ひ
ょ
う
」
が
降
り
出

す
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

竜
巻
は
現
象
が
早
い
の
で
、『
自
分
の

身
は
自
分
で
守
る
』
意
識
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

旭
川
地
方
気
象
台

電
話
０
１
６
６―
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７
１
０
２

〜
指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に
御
協
力

を
!!
〜

〜
ピ
ン
と
き
た
ら
１
１
０
番
〜

全
国
警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
指
名
手

配
被
疑
者
の
追
跡
捜
査
を
行
っ
て
い
ま

す
が
一
人
で
も
多
く
の
指
名
手
配
被
疑

者
を
早
期
に
検
挙
す
る
た
め
に
は
、
国

民
の
皆
様
の
御
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

逃
走
中
の
指
名
手
配
被
疑
者
に
関
す

る
情
報
は
、
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
あ

っ
て
も
、
最
寄
り
の
警
察
署
な
ど
に
通

報
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〜
冬
の
交
通
安
全
運
動
の
実
施
〜

〜
暗
い
道
私
の
お
守
り
反
射
材
〜

①
冬
の
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

【
運
動
期
間
】

11
月
11
日(

日)

か
ら

11
月
20
日(

火)

ま
で
の
10
日
間

【
運
動
重
点
】

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
凍
結
路
面
等
の
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
交

事
故
防
止

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

②
交
通
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

・
外
出
す
る
と
き
は
、
目
立
つ
よ
う
に

明
る
い
色
の
服
装
を
心
掛
け
、
反
射

材
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
早
め
に
冬
用
タ
イ
ヤ
に
交
換
し
て
、

急
な
降
雪
や
凍
結
路
面
に
対
応
で
き

る
よ
う
準
備
し
ま
し
ょ
う
。
日
陰
や

橋
の
上
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど
で
は
、
路

面
が
凍
結
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
路
面
状
況
を
よ
く
確
認
し
て
慎

重
な
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪
で
す
。｢

飲

酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許

さ
な
い｣

を
合
い
言
葉
に
飲
酒
運
転

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
二
日

酔
い
で
の
運
転
も｢

飲
酒
運
転｣

で
す
。

少
し
で
も
身
体
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
残

気
象
台
一
口
メ
モ

士
別
警
察
署
か
わ
ら
版

旭川地方気象台ＨＰ
http://www.jma-net.go.jp/asahikawa/



っ
て
い
る
よ
う
な
ら
、
運
転
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

士
別
警
察
署

電
話
０
１
６
５―

23―

０
１
１
０

〜
自
衛
官
募
集
に
つ
い
て
〜

興
味
の
あ
る
方
や
詳
し
い
説
明
を
聞

き
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
名
寄
出

張
所

電
話
０
１
６
５
４―

２―

３
９
２
１

住
所
〒
０
９
６―

０
０
１
１

 
 
 

名
寄
市
西
１
条
南
９
丁
目
45

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
か
ら

お
知
ら
せ

陸上自衛隊高等工科学校生徒（一般） 自衛官候補生（男女）

応
募
資
格

男子で中卒（見込含）１７歳未満の者 18歳以上27歳未満（採用予定月の 1日現在）

受
付
期
間

現在受付中～３１年１月７日(月）
12月試験受付中～平成30年12月10日（月）
※12月以降の試験も随時受け付けておりますが
採用予定数に達した場合は実施致しません。

試
験
日

第１次試験：平成31年1月19日（土）
第２次試験：平成31年2月1日（金）～4日（月）
※第２次試験はいずれか１日を指定されます。

平成30年12月16日（日）
平成30年12月17日（月）

※いずれか１日を指定できます。

試
験
会
場

第１次試験 名寄市

第２次試験 旭川市
旭川市

まちづくり提言にお答えします【町民の声受付箱から】

町民の皆様より寄せらせた提言にお答えします。町づくりへの提言・回答は次のとおりです。

【Ｑ．提言】住民向け携帯電話用電源確保について

携帯電話の電源が切れ、役場の自動発電が使えると思い電源の使用をお願いしたが、既存の自動発電が機能して

おらず、携帯電話の充電ができなかった。道内全域が停電の状態となり、固定電話も不通となった状態で、次の日

災害見舞の電話等もあったので充電用電源の整備をしてほしい。

【Ａ．回答】

今回の停電で、住民の皆さんは携帯電話の電源確保にご苦労されたことと思います。役場の非常用発電設備は正

常に作動しましたが、一部の照明や消防用のみの通電となっています。携帯電話用発電機は、停電２日目から活用

できるように準備を進めていましたが、７日未明に電力が復旧したことから、使用には至りませんでした。今後電

源の確保について、検討を行い、次の災害に備えて参ります。

【Ｑ．提言】情報の伝達について

無線放送等で町全域への情報提供を願いたい。人の話し伝いでは役場関係者は又は家族は、停電の状況の情報を

得ていたと聞いています。町内全域の放送による情報提供を願いたい。

【Ａ．回答】

停電に係る情報伝達について、随時防災無線により発信していましたが、屋外スピーカーの蓄電池の残量が少な

く、十分な音量ではありませんでした。また、各戸に配布している戸別受診機の電池切れなどで、無線放送を受信

できなかったお宅もありました。この状況の中、広報車を出して情報発信に努めて参りました。

今後の対応として、戸別受診機の電池確認の啓発を広報紙等を通じて住民に周知して参ります。

なお、停電の復旧時期などの情報については、「ほくでん」から具体的に示されずテレビ・ラジオ等による

情報を待つしかなかったことを、ご理解願います。


